















学 予防の研究 武藤 誠 (京都大 ･院 ･医 ･
遺伝薬理学)








真下知士 (京都大院 ･医 ･動物実験施設)
(樵)ジャパンファーム クラウン研究所
｢クラウン系ミニブタの紹介｣
























ン 中井伸子 (日本新薬㈱ ･安全性研究部)
維持会員ニュース ㈱精研｢アニコン(一方向気
流方式)空調システムの開発と今後の展望｣
◎第 80回研究会 (20周年記念研究会)(平成 15
年 12月 5日､京都市勧業館みやこめっせ)
◎関西実験動物研究会会報 第 23号 平成 14年
12月会報の目次


















芹川忠夫 (京大 ･院 ･医 ･動物実験施設)
会員による研究発表 (15題)







機.森村圭一朗､魂 民 (大阪市大 ･院･医 ･
都市環境病理)




真鍋 昇 (京大 ･院 ･農 ･生体機構学)
2.核の初期化機構とクローン技術の応用

























































































催 世話人 万年和明 (大分医科大学総合科学
研究支援センター生命科学分野動物実験部門)
(平成 15年 11月 8日､9日､大分医科大学看
護学科講義棟,または株式会社アステム会議室､
場所の最終決定は9月上旬の予定)
11月 8日 :第 23回日本実験動物技術者協会九
州支部研究発表会














































ゲノム時代に､なぜ ｢遺体｣なのか ? 遠藤秀紀





























第 23回講演会 (平成 14年 6月 5日)
1.｢理研バイオ リソースセンターの展望と施設の










類 一遺伝子保存 とモデル開発-｣ 国立感染研
筑波医学実験用霊長類センター セ ンター長
寺尾憲治先生
第 24回講演会 (平成 14年 12月 6日)
1. ｢動物愛護管理法の見直 し作業の経過 と予測｣
一家庭動物基準 と実験動物基準一 慶応大学













護 につ いて｣株式会社新 日本科学 副社長
宮島宏彰先生
‡ICH(InternationalConferenceHarmoniza-
tion):医薬品開発における匡l際的ハーモナイ
ゼーション
